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食べものfS

との<らい日本国内でつ<られているの?

･食料自給率が低い原因は? -A

Ej本の食料自給軍が低い主な原因として､食生

活の変化があげられます｡

昭和40年度の食料自給零は73%ありました｡

平成20年度は41%と30%も減少しています｡こ

れは､国内で作っている米を食べる量が減り､肉

類や油を使った料理が好まれるようになったから

といわれています｡

また､豆腐やしょうゆのもとになる大豆や､うど

んになる小麦粉も外国から買っています｡

食料自給率とは､その国の食料がどのくら

い国内でつくっているかという割合です｡

日本の食料自給率は､41%です｡残りの

59%は輸入しているので､外国で作られたも

のということになります｡

身近な食べものの自給率を調べてみると､

高いものや低いものとさまざまですが､ 100%

なのは米(主食用)だけです｡
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1kgの牛肉を得るためには､約11kgの雑穀:
●

(えさ)が必要です｡しかし､日本はそれだけの

雑穀をつくることができないので､外国から

大量にえさを買っています｡もし､外国からえ

さが買えなくなってしまうと国産の肉もずっ

と少な`なってしまいますC.[/無嘉真吾1
ご＼ ､　__一､†戚丑

謡獅
くなれないよ!
･　･l　一　一･

わたしたちにできること

E3本では､食べものを外国から大量に買っている一方で､食べ残しや期

限切れ食品として大量に捨てています｡

給食でも､食べたくないからと残されたものは､捨てられてしまいます｡

食べものを残さず食べることは､輸入を減らすことにもつながります｡給

食を作ってくれる調理員さん､運んでくれる業者の人､材料を作ってくれ

る農家の方に感謝の気持ちを忘れす､に､残さず食べたいですね｡

鴫の食べもの!
また､食べものはもっとも適した季節につくれば､案分な燃料を使いま

せん｡旬のものを食べることも食料自倫翠アップにつながります｡食材を

買うときは､旬のものを必要なだけ購入し､無駄な<食べたいですね｡
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地産地満とは､地域でとれたものを､その地域で食べるということで

す｡日本で作られたものを日本で食べることで自給率アップにつながり

ます｡

埠はんを中心としたメニュー!蔓
ごほんは､なんといっても自給翠100% !和食だけでなく､洋食もごは

んで食べてはいかがでしょう?

～学校給食をrあいちjの食べもので～

他産地消の取り組みは､給食でも行われています｡

ごほんは愛知県のブランド米､パンは愛知県の小麦粉を20%優っていま

す｡牛乳も､愛知県で育った午からしぼったも　み･　　　　　　　　妄
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のです｡他にも瀬戸で収穫されたなす､

さつまいも､さといもを取り入れています｡
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